
 

 

 

 

  

   ＪＪＲＲ芦芦屋屋駅駅南南地地区区ののままちちづづくくりりににつついいてて  

  

  

  

 

 【報告事項】 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 



 



 

 

１ 地区の位置付け 

 １－１ 阪神間都市計画都市再開発方針 

 １－２ 本市における計画 

 １－３ 都市施設 

 １－４ 用途地域 

 １－５ 地区計画 

 

２ まちづくり計画の経緯 

 

３ 現在の検討状況 

 ３－１ 地元との計画検討状況 

 ３－２ 意向調査 

 ３－３ まちづくり方針（案）（平成２６年３月） 

 ３－４ まちづくり協議会への提案内容 

 

４ 今後のスケジュール 
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①第４次芦屋市総合計画 （平成２３年３月） 

自然とみどりの中で絆を育み，“新しい暮らし文化”を創造・発信するまち 

 ・交通機能を高めるための取組 

 ・市民の利便性の向上のための商業・業務施設の立地 

 

②芦屋市都市計画マスタープラン （平成２４年３月改訂） 

 ・（地区）「中心核」としての位置づけ 

 ・（隣接の芦屋中央線）「中央都市軸」としての位置づけ 

 ・（地区周辺）「都市回遊ゾーン」としての位置づけ 

１ 地区の位置付け 

 

 ＪＲ芦屋駅南地区（以下，「本地区」という。）は本市の中心にあり，商業・業務機能が集まる

地区であるとともに，阪神間及び本市の主要な広域交流の結節点となっています。 

 

１－１ 阪神間都市計画都市再開発方針 

 本地区は，阪神間都市計画都市再開発の方針において，「JR芦屋駅周辺地区（約１１３ha）」が

「計画的な再開発が必要な市街地（一号市街地）」に位置付けられているうえ，「JR芦屋駅南地区

（約１.０ha）」が「特に一体的かつ総合的に再開発を促進すべき地区（二号地区）」に位置づけら

れています。 

 「特に一体的かつ総合的に再開発を促進すべき地区（二号地区）」に位置付けられている「JR

芦屋駅南地区（約１.０ha）」は，下図のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１－２ 本市における計画 

 「第４次芦屋市総合計画」「芦屋市都市計画マスタープラン」では，本地区について以下のよう

に位置付けられており，交通機能や市民の利便性の向上のための商業・業務施設の立地が求めら

れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【出典：阪神間都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マスタープラン）】 
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１－３ 都市施設 

 本地区で都市計画決定を行っている公共施設は，下表のとおりですが，駅北地区はほぼ完成し

ているのに対し，駅南地区は交通広場（約５,６００㎡）及び駅前線（Ｗ＝１５ｍ）が未整備とな

っています。 

 交通広場は，昭和５２年に芦屋浜埋立造成地の土地利用に伴い，駅勢圏の将来計画に対応する

ために，面積を３,２００㎡から５,６００㎡に変更しています。また，駅前広場西線の幅員及び

線形も変更しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ※昭和２１年に鉄道沿南線及び駅前広場が都市計画決定しており，昭和３０年の都市 

計画決定変更で鉄道沿南線を廃止し，駅前広場東線及び西線を追加している。 
 

 

  

名称 幅員(ｍ)
延長(ｍ)
（地区内）

車線数 告示年月日

 3.5.370
 駅前広場東線

15
800
（90）

2
 昭和30年３月31日
 平成13年10月23日

 3.5.373駅前線 15
650
（140）

2
 昭和21年５月６日
 昭和22年12月29日
 平成13年10月23日

 7.6.363
 駅前広場西線

8
880
（100）

2
 昭和30年３月31日
 昭和52年１月28日
 平成13年10月23日

交通広場　約5,600㎡を設ける

駅前線 
（W=１５ｍ）

駅前広場西線 
（W=８～１８ｍ） 

交通広場 
（約５,６００㎡） 

駅前広場東線 
（W=８～１５ｍ） 

ＪＲ芦屋駅 

●現在，都市計画決定を行っている公共施設（交通広場及び都市計画道路） 
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１－４ 用途地域 

本地区は，概ね商業地域と近隣商業地域で，準防火地域にも指定しています。また，東側の近

隣商業地域は，第４種高度地区にも指定しています。 

 

用途地域・地域地区 

 

 

 

都市計画図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

用途地域 建ぺい率 容積率 指定面積（ha）

商業地域 80 400 2.4 準防火地域

近隣商業地域 80 300 2.7 準防火地域 第４種高度地区 高度利用地区（一部）

その他の指定
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１－５ 地区計画 

本地区の存する業平町では，地区計画も定めています。土地利用区分は，駅前住商複合地区(Ⅰ)(Ⅱ)

と国道２号沿道住商複合地区(Ⅰ)(Ⅱ)，住宅・文化施設地区(Ⅰ)(Ⅱ)となっています。 

 

地区計画の概要 

 

 

地区整備計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区計画区域図 

 

  

地区名 面積（調査地区内） 決定日

　業平町地区地区計画 約6.9ha（約2.9ha） 平成15年12月25日

N

業平町地区地区計画
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２ まちづくり計画の経緯 

 

 本地区では，昭和２１年に都市計画道路駅前線及び駅前広場の都市計画決定を行い，昭和５０年頃

までは，駅北側と合わせたまちづくりの検討を行ってきました。昭和５４年に駅北側の市街地再開発

事業を開始した後，平成５年からは，本地区におけるまちづくりの検討を開始しました。平成１０年

６月に，地元の方々が中心となり，「ＪＲ芦屋駅南地区まちづくり研究会」（以下「まちづくり研究会」

という。）が発足し，市街地再開発事業が計画されたものの，本市の財政状況悪化により都市計画決定

手続きを行う前の平成１３年１２月に事業の実施を延期しています。 

 その後，平成２３年３月に策定した「第４次芦屋市総合計画」の中で，“ＪＲ芦屋駅南側の交通機能

を高めるため，また，芦屋らしい南玄関口となるようＪＲ芦屋駅南地区まちづくり計画案を検討しま

す。”との計画を掲げました。 

 平成２３年度から本地区のまちづくりの検討を再開し，平成２６年７月には「まちづくり研究会」

を新たな組織「ＪＲ芦屋駅南地区まちづくり協議会」（以下「まちづくり協議会」という。）へ組織改

編（移行）し，より具体的な計画検討を進めています。 

 

 年月日 内 容 備 考 

昭和２１年 

昭和２１年 

０５月０６日 都市計画決定（駅前線及び鉄道沿南線）  

０８月１５日 都市計画決定の変更（鉄道沿南線に駅前広場を

追加） 

 

昭和４５年 

昭和５０年 

 ＪＲ芦屋駅周辺の整備計画を検討 

『芦屋市国鉄芦屋駅前地区整備基本計画』策定 

『国鉄芦屋駅周辺環境再開発基本計画』策定 

 

昭和５２年 ０１月２８日 都市計画決定の変更（駅前広場西線の幅員，線

形の変更，駅前広場の面積の変更） 

 

昭和５４年   ＪＲ芦屋駅北地区 

市街地再開発事業開始 

平成 ５年  ＪＲ芦屋駅南地区のまちづくりの検討開始  

平成 ７年 ０１月１７日  阪神・淡路大震災発生 

平成１０年 ０６月 「まちづくり研究会」発足 ＪＲ芦屋駅北地区 

市街地再開発事業完了 １０月１０日 芦屋中央線・ＪＲ神戸線立体交差部が開通 

平成１３年 １２月 市の財政難よりＪＲ芦屋駅南地区整備の事業

延期 

 

平成１５年 １２月２５日 「業平町地区地区計画」施行  

平成２３年 ０４月 第４次芦屋市総合計画開始 

ＪＲ芦屋駅南地区の整備計画の検討再開 

 

平成２６年 ０５月 「まちづくり研究会」から市長に「まちづくり

方針（案）」を提出 

 

 ０７月 「まちづくり研究会」解散 

「まちづくり協議会」設立 

 

平成２７年 １０月 市から「まちづくり協議会」に事業区域，事業

手法，事業主体，計画案（２案）の提案 
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●JR芦屋駅南地区 検討経過 

年 度 検討対象区域 計 画 案 地元協議等 

  平成５年度 

 ～平成７年度 

 

  
・業平町１街区住民陳情書提出：戸建集宅に住み続け
たい意向と震災復興計画に住民の意向を十分くみ取
ることについて 
・業平３・４・５番地の住宅地を守る会有志１７世帯
４９名陳情書提出：業平町３・４・５番地を再開発
区域から外してほしい 

・陳情書提出：駅前広場整備の早期事業決定について 

 
・個別ヒアリング：都市計画決定区域内権利者は早期
事業化希望，戸建居住者は今まで通りの独立性重視，
不在地主は商業地域での高度利用化，大型賃貸物件
所有者は建替えに戸惑い 

 

  平成 ８年度 

 ～平成１３年度 

 

  
・まちづくり研究会発足に係る参画要請文書を事業区
域予定者４９名に発送→回答者３８名，参画者２７
名 
・第１次まちづくり構想提出：まちづくり研究会 
・まちづくりアンケート調査：業平町自治会まちづく
り検討会が実施，地区外権利者含む４２５世帯に配
布 
・まちづくり構想（案）アンケート調査：業平町自治
会まちづくり検討会が実施，地区外権利者含む４１
３世帯に配布 
・第２次まちづくり構想及び要望書提出：まちづくり
研究会 
 
・個別ヒアリング：駅前・国道２号周辺は大部分が事
業に賛成，住宅地は半数が事業に反対，賛成者も移
転は望んでいない 
 

・平成１３年１２月財政難により事業凍結 

 

●「まちづくり研究会」と「まちづくり協議会」の会員対象範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ案
Ｂ案 

まちづくり研究会（平成１０年６月～平成２６年７月） まちづくり協議会（平成２６年７月～現在） 

会員対象範囲 

会員対象範囲 

１ 

２ 
４ 

３ 

５ 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 
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（白紙ページ） 
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３ 現在の検討状況 

 

３－１ 地元との計画検討状況 

 

 平成２５年度からの取り組み状況は下表のとおりです。 

 会 議 名 計画検討の内容等 

平成２５年度 ・まちづくり研究会 第２３回総会 

・勉強会（計７回） 

・地区整備課題 

・交通結節点機能 

・まちづくりの課題・方向・方針 

平成２６年度 ・まちづくり研究会 第２４回総会 

・勉強会（計１回） 

・まちづくり方針（案）を市に提出 

・設立準備会（計２回） 

・まちづくり研究会 解散総会 

・まちづくり方針（案）のまとめ 

・まちづくりの進め方 

・まちづくり協議会設立準備 

・まちづくり協議会 設立総会 

・計画検討会（計１２回） 

・駅前広場の機能，規模 

・駅前広場と建物街区の配置 

・まちづくりコンセプト（案） 

平成２７年度 ・まちづくり協議会 第２回総会 

・計画検討会（計１４回） 

（平成２７年１１月時点） 

・住宅・商業・公益機能のイメージ 

・建物のボリュームイメージ 

・事業区域，事業手法，事業主体， 

 計画案の市からの提案 

 

３－２ 意向調査 

 地権者の方を中心に個別訪問を行い，意向調査を計３回，その他にも随時，個別説明等を行

っていきました。 

 

 

 

 

（参考：第３次意向調査結果） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・まちづくり事業についての必要性や事業に対する意向 

  １.事業に賛成 …………………………………………………………   ３７.５％ 

  ２.課題はあるが，総論賛成 …………………………………………   ３３.３％ 

  ３.事業に反対 …………………………………………………………   ２０.８％ 

  ４.どちらとも言えない ………………………………………………   ０８.３％ 

・現時点での将来意向（市街地再開発事業，共同化について） 

  １.事業に参画する（共同化に概ね同意）……………………………   ２５.０％ 

  ２.条件によっては事業に参画する …………………………………   １６.７％ 

  ３.事業に参画しない（転出希望）……………………………………   ２０.８％ 

  ４.事業に反対 …………………………………………………………   １６.７％ 

  ５.現段階では何も考えられない ……………………………………   ２０.８％ 

・第１次意向調査：平成２５年１２月１６日～平成２６年 １月１０日  対象６４件 

・第２次意向調査：平成２６年１０月２７日～平成２６年１２月１０日  対象５６件 

・第３次意向調査：平成２７年 ７月 ８日～平成２７年 ７月２９日  対象２６件 
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３－３ まちづくり方針（案）（平成２６年３月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●まちづくりの方向（案） 

●まちづくりの課題 

-80-



●まちづくり方針（案） 

 

「交通環境の再整備・強化」に関連する方針 

 

 

 

 

 

 

 

「落ち着きやゆとりある駅前拠点の形成」に関連する方針 

 

 

 

 

「“芦屋らしさ”の創出」に関連する方針 

 

 

 

 

 

   まちづくり方針図（案） 

  

①駅前広場及び駅前広場東線の整備により歩行者等の安全性を確保すること 

②JR 芦屋駅と南側街区を結ぶ歩行者動線を確保し，地区の利便性を高めること 

③駅前広場東線と駅前線を接続して駅前広場の通過交通を排除するとともに円滑な交通処理 

 を行うこと 

④駅前広場の整備により交通結節機能を向上させること 

⑤駅前線の拡幅整備により歩行者等の安全性を確保すること 

⑥駅前拠点としてふさわしい機能の立地誘導を目指すこと 

⑦駅前拠点としての機能立地に伴い生じる交通を安全・円滑に処理すること 

⑧駅前線沿道での街並みや景観を形成し，お洒落な店舗等を誘導することにより，駅周辺の回

遊性を高めること 

⑨街並みと緑の景観の連続性を確保すること 

⑩山・緑の眺望や景観を活かした環境を整備し，“芦屋らしい”まちのイメージを形成すること
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（白紙ページ） 
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３－４ まちづくり協議会への提案内容 

 

 平成２７年１０月１７日（土）に開催された，第２４回計画検討会にて，市から「まちづくり協議会」に，事業区域・事業手法・事業主体・計画案を提案しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  
Ａ案 区域図 Ｂ案 区域図 

ＪＲ芦屋駅 ＪＲ芦屋駅 

駅前広場 
駅前広場 

建物街区 建物街区 

注）青線は、既決定の交通広場、 

赤の破線は、現在 JRと協議している

区域を表します。 

・事業区域：以下に示す「Ａ案」もしくは「Ｂ案」（赤の実線の範囲） 

・事業手法：「第２種市街地再開発事業」 

・事業主体：「芦屋市」 

・計画案 ：「Ａ案」もしくは「Ｂ案」 
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（白紙ページ） 
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４ 今後のスケジュール 

 

 想定しているスケジュールは，下記のとおりです。 

大まかな事業内容の決定（平成２７年度） 

都市計画決定（平成２８年度） 

事業認可 

管理処分計画認可 

事業完了 

・駅前広場や建物の概略設計 

・市と権利者との基本合意 

・保留床処分の目処

・事業計画作成 

・権利者の同意 

・保留床取得予定者の決定

・駅前広場や建物の実施設計 

・土地，建物等にかかる詳細調査 

・管理処分計画作成 

・補償，仮住居，仮店舗 

・工事着工→竣工
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